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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 基 体 と 、 下 記 Ｘ 線 回 折 パ タ ー ン を 有 す る 少 な く と も １ 層 の 皮 膜 と か ら
成 る 切 削 工 具 イ ン サ ー ト で あ っ て 、
　 上 記 Ｘ 線 回 折 パ タ ー ン は 、 結 晶 構 造 の 存 在 を 示 す 最 高 ピ ー ク 高 さ Ｐ の 狭 い ピ ー ク と 、 非
晶 質 構 造 の 存 在 を 示 す 最 高 ピ ー ク 高 さ Ｈ の 広 い ピ ー ク と を 含 み 、 バ ッ ク グ ラ ウ ン ド 強 度 Ｂ
に 対 し て Ｈ ＞ ３ Ｂ 、 Ｐ ＞ ５ Ｂ で あ り 、 ０ ． ７ ５ ＜ Ｐ ／ Ｈ ＜ ３ の 関 係 が あ る こ と を 特 徴 と す
る 切 削 工 具 イ ン サ ー ト 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 請 求 項 １ に お い て 、 上 記 結 晶 構 造 が 立 方 晶 で あ る こ と を 特 徴 と す る 切
削 工 具 イ ン サ ー ト 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 請 求 項 ２ に お い て 、 上 記 立 方 晶 が オ ス ボ ー ナ イ ト で あ る こ と を 特 徴 と
す る 切 削 工 具 イ ン サ ー ト 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 請 求 項 １ か ら ３ ま で の い ず れ か １ 項 に お い て 、 上 記 １ 層 が （ Ｔ ｉ 、 Ａ
ｌ ） （ Ｏ 、 Ｎ ）
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 請 求 項 ４ に お い て 、 上 記 （ Ｔ ｉ 、 Ａ ｌ ） （ Ｏ 、 Ｎ ） の 組 成 が 、 （ Ｔ ｉ

ｘ Ａ ｌ １ － ｘ ） （ Ｏ ｙ 、 Ｎ １ － ｙ ） 、 ０ ． ２ ０ ＜ ｘ ＜ ０ ． ７ ０ 、 ０ ． １ ５ ＜ ｙ ＜ ０ ． ３ ５
で あ る こ と を 特 徴 と す る 切 削 工 具 イ ン サ ー ト 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 請 求 項 １ か ら ５ ま で の い ず れ か １ 項 に お い て 、 上 記 １ 層 が 上 記 皮 膜 の
最 外 層 で あ る こ と を 特 徴 と す る 切 削 工 具 イ ン サ ー ト 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 請 求 項 １ か ら ６ ま で の い ず れ か １ 項 に お い て 、 上 記 基 体 が 、 超 硬 合 金
、 サ ー メ ッ ト 、 セ ラ ミ ッ ク ス ま た は 立 方 晶 窒 化 硼 素 で あ る こ と を 特 徴 と す る 切 削 工 具 イ ン
サ ー ト 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 金 属 機 械 加 工 用 で あ っ て 、 少 な く と も １ 層 が （ Ｔ ｉ 、 Ａ ｌ ） （ Ｏ 、 Ｎ
） で あ る 皮 膜 を 備 え た 切 削 工 具 イ ン サ ー ト の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 上 記 (Ｔ ｉ 、 Ａ ｌ )(Ｏ 、 Ｎ )層 を Ｎ ２ 、 Ｏ ２ お よ び Ａ ｒ か ら 成 る 反 応 性 雰 囲 気 中 で 、 Ｔ ｉ

か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 切 削 工 具 イ ン サ ー ト 。



Ａ ｌ タ ー ゲ ッ ト を 用 い た ア ー ク 蒸 着 法 に よ り 製 膜 し 、 該 雰 囲 気 は 、 全 圧 Ｐ が １ ． ０ Ｐ ａ ＜
Ｐ ＜ １ ０ Ｐ ａ で あ り 、 Ｏ ２ ／ （ Ｎ ２ ＋ Ｏ ２ ） の 比 Ｒ が ０ ． ０ ５ ＜ Ｒ ＜ ０ ． １ ５ で あ る こ と
を 特 徴 と す る 切 削 工 具 イ ン サ ー ト の 製 造 方 法 。
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